
浸透型補修工法
～ 散布するだけの高機能舗装Ⅰ型（排水性舗装）補修工法 ～

特許第5525510号

【特徴】 切削なしで舗装を維持・修繕

基層上面に遮水層を形成し

雨水侵入による損傷を抑制

舗装構造の延命化

舗装は予防保全の時代へ

剥離部分を再接着

基層のクラックに浸透し再接着

骨材飛散を抑制

基層以深の損傷を抑制

表層の骨材を再接着
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浸透型補修材の充填
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基層上面に遮水層が形成しています。

散布区間は、損失率が
改善しています。

基層・上層路盤のひび割れに
浸透型補修材が充填しています。

＜現場コア＞

＜現場コアの加圧透水試験結果＞

＜現場コア＞
＜現場コアのカンタブロ試験＞

散布区間は、無散布区間より透水係数が
ワンオーダー以上改善しています。
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浸透型補修工法

FWDによるたわみ量測定で得られたDi（損傷指標）

無散布区間は供用開始から供用19か月後にDiが
大きくなっていますが、散布区間はほぼ変化して
いないか、やや改善傾向です。

【効果】 舗装を延命化

浸透型補修材散布
（標準散布量2.1ℓ/㎡）

分解剤散布
（標準散布量0.5ℓ/㎡）

ブラッシング

【施工】 表層からの散布のみでスピード施工

施工完了

19ヶ月後0ヶ月

局所陥没発生
⇒部分打換え実施

浸透型補修材を散布していない箇所

19ヶ月後0ヶ月

変化なし！
 舗装を延命化！！浸透型補修材を散布した箇所

浸透型補修材：浸透性の高い改質アスファルト乳剤です。

分解剤：浸透型補修材の分解を促進するための材料です。
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